
 公民館の効果と課題 

  
 
 
  
  

◇ 貝塚公民館が生まれて 55 年  ◇ 公民館は自治体にとって効率的なコスト活用の場  ◇ 浜手・山手に公民館ができて自

然体で地域と繋がった  ◇ 公民館活動が自分の人生を支えてきた  ◇ 悩みを聞いてもらい、自分を受止めてくれた公民館を

ステップにあらたな出番や活動の意味を見出した  ◇ 当初学習するだけの公民館が自己能力を発揮する場に変わった 

◇ 気負 いを 感 じた 人と の関 係 が普 通 で良 いと 気付 い た  ◇  一 生 懸命 生 きて いる 姿に 励 まさ れ元 気を も らっ た 

◇ 公民館で成長できたという実感が、自分にできる活動を見出した  

公民館・職員 

情報収集と情報をきちんと伝えられる学びの展開 
考える市民を支えるためのスキルアップ 
貝塚公民館が積み重ねてきたこと、公民館における活動

について、市民に知らせることにもっと力を注ぐ。 

みんなが持っていてみんなの間を行き来してい
る問題意識を新しい方向に開拓していく 
新しい行動の改革に共同で取組む、改革したことの経

験交流等大事なことの柱立てが必要 

 

職員は自分のミッションを表現して市民に伝える 
職員から積極的なコミュニケーションを図る 
パートナーとして自分の思いを伝えてもらうことで市民は
理解でき、職員との信頼関係をつくることができる 

現状の共有 利用者・市民 

貝塚公民館の歴史につい
ての共通理解 

公民館職員の体制 

「貝塚市」の自治体の状況 
他市の状況も参考に 

地域の事情・条件を掴む 
公民館は何を価値とするか 
何をミッションとするか 
切実な思いは何か 
上記を支える広げる繋げるに
はどんなことが考えられるか 

学びを生かした市民主体のまちづくり 
人がつくる地域の成り立ち（市民の自立） 

活動をしている人が努力して、公民館活動の意
義を伝える・意識的に価値を知ってもらう 
議論するプロセスが学び 

公民館は今何が大事か、クラブと市民、職員と
の関係づくり、ボランティア活動など位置付けも
含めて明確にしていく   議論の場の設定 

公民館は市民のもの、相互に支え合うという意
識を取り戻すために  
公民館の基本的な理念の学習が必要 


